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プラットフォーム、ミドルウエアや言語に依存した開発環境
現状 今後

開発基盤の共通化による解決

開発基盤を共通化することにより、言語に依存しな
い共通のユーザー・インターフェイスで開発できます。
オープンソースであるEclipseのスキルがあれば、
プログラム言語の習得だけで開発が可能です。

COBOL,PL/Iアプリの開発をホストに接続しなくて
も、PC環境にてオフラインで実施することができます。

現状の課題

アプリケーション毎に開発のプラットフォーム・ミドル
ウエア・言語が異なり、要員が個別に必要になる。
開発ツールがプラットフォームにより異なり、ツール
に関するスキルの横展開ができていない。

Javaの開発者は多くなっている反面、COBOLやPL/I
の開発者を確保するのが困難になっている。
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アプリケーション開発基盤の共通化

Eclipseでの画面＆操作性統一 －COBOL＆PL/IとJavaの共存
一貫した、分散システム開発とメインフレームでのテスト＆展開手法の確立

開発＆運用メンバーの生産性向上

エディター

問題

コードの変更

選択して構文チェック、
コンパイル、実行

問題のエラーをダブルクリック

ナビゲーター エディター

問題

コードの変更

選択して構文チェック、
コンパイル、実行

問題のエラーをダブルクリック

ナビゲーター

＜ 既存のTSO/ISPF開発環境＞＜ Eclipse 開発環境＞

コマンド・ドリブンのユーザー・インターフェイスであるTSO/ISPFではなく、グラフィカルな
インターフェイスであるWindowsのEclipseの共通基盤上で、言語に依存しないインターフェイスを実現

Windows上で、コード編集、コンパイル＆リンク、
実行、およびデバッグが可能

メインフレームへのリモート接続による、ライブ
ラリー編集、JCLサブミット、実行、ジョブのモニ
ター、分散デバッグなどが可能

Rational Developer for System z （RDz）

COBOLやPL/I開発者
が減少する中、Java
開発者からの移行を

容易に可能にします。

またオフショア開発

などの事例等も増し

ています。
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Rational Developer for System z（RDz）とは・・

WEB開発

java開発

javaBeans
開発

ﾒｲﾝﾌﾚｰﾑ
開発

パースペクティブで
開発環境を切り換え

PDSz/OS

JES

Unix

Spool

HFS

従来開発(CUI)

◆RDz の主な特徴

１．Eclipseベースのマルチ統合開発環境（IDE)
開発者は自分に必要な開発に応じて開発環境を選択
追加したい機能はプラグインで容易に追加可能

２．Rational Application Developerの機能を拡張
RADのJava、C++基本開発機能に加え、
ホストCOBOL、PL/Iコンパイラを含む開発機能を同梱

３．豊富な入力支援機能
言語に応じた構文検査、コンテンツ・アシスト、世代管理、
JCL自動生成、マニュアル連携など機能が充実

４．リモート開発機能
ホストのプログラム・ソース(PDS)に直接アクセスしたりJCLの
実行が可能。
別製品であるデバッグツールやファイルマネージャーとの連
携も可能。（後述）

５．SOA化支援機能
COBOLアプリケーションをコンポーネント化

６．チーム開発
Rational製品であるClearCase/ClearQuestと連携し
チームによるシームレスな並行開発を実現。

ローカル環境(Windows）

System z 分散環境の開発に加えてz/OS環境（COBOL, 
PL/I,アセンブラ）の開発もWindows環境で行
える開発ツールです。

Eclipseベースで作られた製品
Eclipse とは、Javaベースの拡張可能なオープン・ソース開発プラット
フォーム。2001.11にIBMがオープンソースとして公開したもの



IBM Software Group | Rational software

2009 5

WebSphere Studio
Development Suite for HLL/WB  

•日本語仕様書からCOBOLやPL/1の生成
•ソースから日本語仕様書へリバース
•用語辞書管理

（オープンソース） Java編集, コンパイル, デバッグ

Rational Application Developer 

• COBOLとPL/I：ローカ
ルやリモートで編集、コ
ンパイル、デバッグ

• COBOLのXML活用
• EGL（COBOL）

Rational Developer for System z

z/OS Appl開発者

• Webアプリケーション開発環境
• Strutsビルダー
• Webサイト・デザイナー
• JSF/WDO
• Webサービス
• XML開発環境
• EJB開発環境
•ポータルツールキット

Web Appl開発者

統合開発環境を実現するRational製品

Software Architect 

Appl設計者

J2EE Appl開発者
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Rational Developer for System z(RDz)の位置付け

棚卸・可視化
影響分析

WSAA/RAA

ホ
ス
ト

共
通

分
散

日本語仕様書作成

COBOL,PL/I
統合開発環境

HLL/WB
単体テスト支援

ファイル操作（テスト・データ作成）

障害診断（アベンド解析）

テスト自動化（ストレス・リグレッション）

パフォーマンス・チューニング

パフォーマンス・チューニング

JAVA開発環境

RDz

RDzﾌﾟﾗｸﾞｲﾝ

DT
FM

FA

APA

RFT

RPT

ITCAM

RAD

RSA

ライフサイクル・マネジメント（チーム開発環境、成果物のバージョン・構成管理） RTCz

モデリング

単体・統合テスト支援(対話式デバッグ）

単体・統合テスト支援（リグレッション）

RDzﾌﾟﾗｸﾞﾞｲﾝ

コーディング支援
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エラー・メッセージ
の有無を調べる

①ソースの編集
JCLから抜ける編集する行を探す

コードを変更
③エラーの内容と
行番号を記憶

ジョブを選択

SDSFに移る②JCLをサブミット

JCLの編集

ソースから抜ける
最低３つの画面(＊)を切り換え
作業を繰り返す

従来の開発作業(ISPF)

ＩＳＰＦ画面（サイズ：２４行×８０桁）

＊画面１

＊画面２
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エディター

メッセージ欄

①ソースの編集

②コンパイラを使った
構文検査の実行

③エラーメッセージ行 をダブル
クリックでエラー箇所にジャンプ

ナビゲーター

画面の切り換えは不要
可視領域が広く見やすい
エラー箇所を探さなくて良い

RDzを使った開発作業
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RDzのローカル・コンパイラを使った開発の流れ

テストデータの準備と環境構築が必要

＊＊ローカル環境(Windows上）＊＊

＊＊リモート環境（zServer上）＊＊ （RDz ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽから作業）
zServer

PDSz/OS

JES

Unix

Spool

HFS

ローカル端末

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
ﾌｫﾙﾀﾞ

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
ﾌｫﾙﾀﾞ

ドラッグ＆
ドロップ

★

★

①プログラム・ソースの作成
＊コンテンツ・アシストなど豊富な入力支援機能を活用。

②プログラムの構文検査 ・・・ RDzの標準機能では通常ここまで
＊ローカル・コンパイラを使ってコンパイル・エラーを除去

③ロードモジュールの作成
＊ローカル・コンパイラを使ってモジュール生成

④プログラムの単体テスト
＊CICS for Windows(Txseries), DB2 for Windowsを利用可能

⑤プログラムのデバッグ
＊ローカル・デバッグ機能を使用してSTEP by STEPでモジュール実行

⑥プログラム・ソースをリモート環境（zServer）に転送
＊PCフォルダからzServer上のPDSへソースを転送（ドラッグ＆ドロップ）

⑦ロードモジュールの作成
＊JCL自動生成機能を使用してモジュール生成

⑧プログラムの単体テスト
＊テストJCLをRDz インターフェースよりジョブ実行

⑨プログラムのデバッグ
＊Debugging TOOLと連携しRDz上でデバッグを実施
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エミュレータ機能：開発作業以外のオペレーションが必要なケース

弊社Personal Communicationと機能的にほぼ同等であり、複数ウィンドウを起動可能。
ファンクション（PF)キーはもちろん、ボタン形式のPFキーも用意されている。
(Enterキーは『実行』扱い。『Enter』は、Shift+Enter）
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FILE  
READ VSAMVSAM

RECIVE MAP

SEND MAP

RECIVE MAP

SEND MAP

VSAMVSAM

SEND/
RECEIVE

WSDL
ブラウザ

.NET

SEND/
RECEIVE

COMMAREA

分割

FILE  READ

LINK

PL: プレゼンテーション・ロジック
BL: ビジネス・ロジックFILEA（PL+BL） ・・COBOL

PL BL

アダプタ・コード

RDz,CICS TS 
V3.1の機能

STEP１．ＰＬとＢＬ部分でモジュール分割
（BL部分のコンポーネント化）

STEP２．COMMAREA情報を元にWSDLと
アダプタ・コードを生成

STEP３．WSDLをベースにアプリを作成。
アダプタ・コード経由で接続する。

CICS領域

GETEMPP（PL） GETEMP（BL）

CICS、IMSアプリのコンポーネント化を支援。ブラウザや .NETなどから呼び出す事が出来る。

アプリケーションのコンポーネント化を支援（SOA対応への支援機能）

TRXID：MENU
STEP0.コンポーネント化対象プログラムの
洗い出し

例）CICSアプリケーションのＳＯＡ対応の流れ

生成
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アプリケーション統合開発環境事例

オープン系とホスト系のアプリケー
ション開発環境を統合

棚卸と影響分析にWSAAを活用

RDzのローカル及びリモート開発
機能で、COBOLやPL/Iアプリケー
ション開発

ソースコードはClearCase管理

Windows XP, Vista

ESB/MQ

RADRAD

WSAA

プログラム解析
メタ・データ

COBOL, PL/I

IE

JCL

IMS, CICS, DB2
の定義

リモート開発
リモート開発

IMS
CICS

DB2

実行モジュール

各種エディター
各種エディター

PL/I コンパイラーPL/I コンパイラー

RDz

COBOLコンパイラーCOBOLコンパイラー

WAS

実行モジュール

CCサーバー
Java, 

COBOL, PL/I

CC-RDz-ホスト連携CC-RDz-ホスト連携

CC-Eclipse連携CC-Eclipse連携

CC Ext

UTUTツールツール

WAS

HLL/WBHLL/WB

z/OS
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RDz 採用による効果

コスト削減
オフライン開発によるCPUコストの削減
生産性向上による開発費用の削減

スキル育成･継承、横展開が可能
豊富な開発支援機能によりホストスキルがなくても開発が可能

– JCL自動生成機能
– SPOOL、ﾃﾞｰﾀｾｯﾄのフォルダイメージでの表示

Java開発者によるCOBOL開発、COBOL開発者によるJava開発
– Javaの開発ツールの主流はEclipseであり、同じインターフェースでCOBOL
開発が可能

– 開発者が新たに１つ言語を習得することは困難ではなく、インターフェース
の違いに戸惑う

新時代への適応
既存アプリケーションのサービス化支援機能により、少ないワークロードで
既存資産を有効活用可能
EGL採用により、新規アプリケーション開発、新しいニーズへの早期対応が可能
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(ご参考）RDz生産性向上によるコスト削減効果 (日本での実績）
＊プログラム編集とコンパイルエラー除去（プログラムが完成するまでのトータル時間）
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(ご参考） RDzオフライン開発によるCPUコスト削減効果

(*1) WLC契約時は4時間平均（4hour Ave）の最大値が課金となります。CPUはHW能力上限まで使用可能であり、SWキャッピング設定により費用を抑えられます。
(*2)編集作業とは、オフライン開発可能な作業を指します。製品単体機能では、コンパイルエラーを取り除くまでの作業をパソコン上で行えます。
RDzはEclipseベースの統合開発ツールのため、プラグイン(YSL開発）でテスト機能を追加することにより、更にCPUコストの削減につながります

CPU使用率とTSOコストの推移(30分毎）

131.85Mips
125.47Mips(*)

122.08Mips
116.72Mips(*)

ケース１）TSO作業の100%が編集作業(*2)と仮定すると、上限は122.08Mipsまで下がる。

ケース２）TSO作業の65%が編集作業(*2)と仮定すると、上限は131.85Mipsまで下がる。

削減効果/月 ： (150-122)Mips×1000円 ×30日= 840,000円 （84.0万円）
削減効果/年 ： 削減効果/月 ×12ヶ月 =10,800,000円 （1080万円)

*1Mips=￥1000/日と仮定

削減効果/月 ： (150-132)Mips×1000円 ×30日= 540,000円 （54.0万円）
削減効果/年 ： 削減効果/月 ×12ヶ月 =6,480.000円 （648万円)

*1Mips=￥1000/日と仮定

(*)WLC採用時は更に6Mips程度
削減でき月18万,年216万程度の
追加削減が期待できる。
※請求はﾏｼﾝでの最大使用量

(*)WLC採用時は更に6Mips程度
削減でき月18万,年216万程度の
追加削減が期待できる。
※請求はﾏｼﾝでの最大使用量
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①ステークホルダーから機能改善要求をRequisiteProに登録。
②管理者は関係者のアサインとWSAAを使い変更による影響分析を実施
③WSAAの影響分析結果を確認し、CQに担当者別アクティビティを登録
④開発担当者はCQからWSAA分析結果とプログラム構造を参照する
⑤開発担当者はCQの変更要求アクティビティに従って
該当のモジュールをCCよりチェックアウト

⑥ローカル・コンパイラを使用してコンパイル（文法）エラーを除去

⑦ RDz画面よりソースをドラッグ＆ドロップでメインフレームにファイル転送
⑧ RDzのJCL自動生成機能によりソースをコンパイル・リンク。ロードモジュールを作成
⑨テスト担当者はRFT,RPTのﾃｽﾄｹｰｽを再利用・追加編集してテストを実施
＊ﾊﾞｯﾁなどはRDzのリモート接続画面からテストJCL実行し結果を参照する。
⑩エラーが発生した場合、RDz画面からエラー箇所をデバッグ（ホストのDebugToolと連携）
⑪テスト完了しソース、(モジュール)をRDz画面よりCCにチェック・イン
⑫リリース担当者が本番にモジュールとソース(WSAA用一時ファイルとして）を反映
※さらにBuildForgeの採用により、モジュールのビルド、テスト、本番リリースの自動化が可能

処理フロー例

アサイン済アサイン済アサイン済

(ご参考）プログラム変更要求におけるRational製品の連携イメージ

クローズクローズクローズ対応中対応中対応中

⑤⑤オープンオープン③③アサインアサイン

提出済提出済提出済
①①依頼依頼

解決済解決済解決済

⑧⑧解決解決 ⑪⑪検証検証

RequisitePro
より要求登録

RequisitePro
より要求登録

A
C

D

B

構成管理リポジトリ
(ClearCase DB)

管理者
ステークホルダー

開発者

ＷｏｒｋＦｌｏｗＷｏｒｋＦｌｏｗ

ＡｃｔｉｖｉｔｙＡｃｔｉｖｉｔｙ

(ClearQuest DB)

②WSAA影響分析

⑤
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト

⑦
編
集
・文
法

エ
ラ
ー
除
去

ローカル開発

分析
データベース
（DB2）

③変更要求
（分析結果添付）

リモート開発

影
響
分
析

*アクティビ
ティ 関連づ
け（UCM)

本番マシン

テスター

リリース
担当者

PGM

MVS
ソース
スキャン
ツール

インベントリー収集

④影響度・プログラム
構造確認

WSAAシステム

＊運用（日次・週次）
差分ｿｰｽをDISK接続、
もしくはコピーし
ｲﾝﾍﾞﾝﾄﾘｰ収集

CQ 承認フロー

開発環境

CC状態遷移
初期状態初期状態初期状態 テスト版テスト版テスト版 完了版完了版完了版 リリース版リリース版リリース版

成
果
物
管
理

変
更
管
理

RDz

IBM Rational 
ClearCase

IBM Rational 
ClearQuest

⑫本番反映
*現行運用を採用⑥編集、文法

エラー除去

⑧
モ
ジ
ュ
ー
ル
生
成

開発マシン

テストケース
テストケース
テストケース

PGM

⑪
チ
ェ
ッ
ク
・イ
ン ⑪チェックイン

*ｿｰｽ、(ﾓｼﾞｭｰﾙ)

*エラー発生

⑩
デ
バ
ッ
グ

⑨
単
体
／
統
合
テ
ス
ト

⑦
フ
ァ
イ
ル
転
送

PGM

RFT/RPT 
(*3270/Javaｱﾌﾟﾘ）

*ﾃｽﾄｹｰｽは
CQと関連付け

PGM

ワーク

PGM
PGM


